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優
勝
し
た
岡
山
地
本
チ
ー
ム

各バス会社で働く青女組合員同士が交流を深めた

　

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

私
た
ち
が
所
属
す
る
和
泉
砂

川
駅
連
区
分
会
は
、阪
和
線
長
滝

〜
六
十
谷
駅
間
の
７
駅
を
管
理

す
る
和
泉
砂
川
管
理
駅
に
所
属

す
る
組
合
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。組
合
員
数
24
名
と
和
歌

山
地
方
本
部
内
で
は
一
番
少
な
い

組
織
で
す
が
、分
会
執
行
部
が
中

心
と
な
っ
て
情
報
の
共
有
を
図

り
、一
般
組
合
員
へ
の
世
話
役
活

動
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
って

い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
に
入
り
、新
し

く
当
管
区
に
配
属
さ
れ
た
３
名

の
新
入
社
員
の
組
合
加
入
を
行
い

ま
し
た
。新
入
社
員
が
配
属
さ
れ

る
の
は
約
４
年
ぶ
り
で
、加
入
説

明
も
久
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
た
め
、

事
前
の
準
備
な
ど
大
変
で
し
た

が
、無
事
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。新
し
く
Ｊ
Ｒ
西
労
組
組

合
員
と
な
っ
た
３
名
は
勿
論
の
こ

と
、こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か

な
か
対
面
で
の
組
合
活
動
を
行

え
ず
、労
働
組
合
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
て
い
な
い
若
手
組
合

員
に
対
し
、レ
ク
活
動
や
教

育
活
動
を
中
心
に
Ｊ
Ｒ
西

労
組
の「
い
ろ
は
」を
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
６
月
６
〜
８
日
に
和
歌
山

支
部
主
催
で
行
わ
れ
た「
和

歌
山
支
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

Ｂ
Ｂ
Ｑ
」が
、最
寄
り
で
あ
る

泉
南
市
の「
り
ん
く
う
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
」で
開
催
さ
れ
、当
分
会
か
ら

も
家
族
を
連
れ
て
多
く
の
組
合

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

分
会
で
は
毎
年
８
月
に
開
催

し
て
い
る「
分
会
親
睦
レ
ク
」を
今

年
も
行
う
予
定
で
す
。レ
ク
活
動

を
中
心
に
今
後
も
よ
り
一
層
分
会

内
で
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る

と
と
も
に
、運
動
の
継
承
を
図
って

い
き
ま
す
。   

〈
和
歌
山
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会

は
、６
月
７
日（
金
）〜
８
日（
土
）、

金
沢
エ
リ
ア
に
お
い
て
、「
第
26
回

バ
ス
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

し
た
。西
バ
ス
地
本
、中
バ
ス
地
本

の
組
合
員
を
は
じ
め
、Ｊ
Ｒ
連
合

の
仲
間
で
あ
る
、Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス

ユ
ニ
オ
ン
、Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
自
動

車
支
部
、Ｊ
Ｒ
九

州
バ
ス
労
組
の
仲

間
も
加
わ
り
、
約

40
名
の
青
女
組
合

員
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、学

習
会
と
し
て
Ｊ
ー

Ｂ
Ｕ
Ｓ
小
松
工
場

を
訪
れ
、バ
ス
製
造

工
程
を
見
学
し
、

日
頃
の
業
務
に
関

わ
る
バ
ス
の
製
造

過
程
を
見
学
す
る

こ
と
で
、バ
ス
車
両

へ
の
理
解
を
深
め

た
。

　

見
学
後
の
質
疑

応
答
で
は
、「
工
場

内
の
安
全
に
関
す

る
取
り
組
み
」を

は
じ
め
、参
加
者
か
ら
バ
ス
車
両

に
関
す
る
多
く
の
質
疑
が
あ
り
、

見
学
し
た
知

識
を
さ
ら
に

深
め
た
。

　

２
日
目
は

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し

て
、金
沢
市

内
に
て
１
つ

の
班
を
バ
ス

会
社
に
見
立
て
た「
金
沢
バ
ス
す

ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
」を
行
い
、金
沢
市

内
の
観
光
地
を
バ
ス
で
巡
り
、班

同
士
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、金
沢
市
内
の
他
会
社
の
バ
ス
の

状
況
も
学
ん
だ
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、各
バ
ス
会

社
で
働
く
青
女
組
合
員
同
士
が

交
流
を
深
め
、有
意
義
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
っ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、準
備
い
た
だ

い
た
両
バ
ス
地
本
を
中
心
と
し
た

実
行
委
員
に
感
謝
す
る
。

　

中
央
本
部
は
、６
月
６
日（
木
）、

西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室
に
お
い

て
、「
第
３
回
業
務
部
長
会
議
」

を
開
催
し
、各
地
本・総
支
部
の

業
務
担
当
者
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、座
長
に
川
端
副
執
行

委
員
長（
業
務
総
括
）を
選
出
し
て

議
事
を
進
め
た
。上
村
中
央
執
行

委
員
長
は
、冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、

社
会
状
況
に
触
れ
、「
出
生
率
が

１・２
ま
で
低
下
し
て
お
り
、将
来

を
考
え
る
と
ご
利
用
者
の
減
少
と

社
員
数
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、経
営
に

対
し
て
も
甚
大
な
影
響
が
考
え
ら

れ
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
、是
々
非
々

で
将
来
に
責
任
あ
る
議
論
を
行
う

必
要
が
あ
る
」と
業
務
課
題
に
向

き
合
う
姿
勢
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
中
村
業
務
部
長
よ

り
２
０
２
３
年
度
総
合
労
働
協

約
改
訂
交
渉
の
成
果
を
は
じ
め
、

こ
の
間
の
各
施
策
に
つ
い
て
進
捗

状
況
を
は
じ
め
と
し
た
経
過
の

報
告
を
行
っ
た
。そ
し
て
、２
０
２

４
年
度
総
合
労
働
協
約
改
訂
や

２
０
２
４
年
度
に
実
施
す
る
主

な
改
善
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、今

後
の
取
り
組
み
を
提
起
し
、各

地
本
・
総
支
部
担
当
者
と
今
後

の
考
え
を
共
有
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、各
地
本・総

支
部・協
議
会
で
の
施
策
対
応
状

況
や
業
務
課
題
の
報
告
を
受
け
、

２
０
２
４
年
度
総
合
労
働
協
約

改
訂
交
渉
に
向
け
た
地
方
の
思

い
が
出
さ
れ
、集
約
さ
れ
た
項
目

に
つい
て
議
論
を
深
め
た
。

　

７
月
開
催
の
第
36
回
定
期
中

央
本
部
大
会
に
お
い
て
、更
に
議

論
を
深
め
て
２
０
２
４
年
度
総

合
労
働
協
約
改
訂
へ
の
対
応
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

中
央
本
部
は
、６
月
12
日（
水
）

〜
13
日（
木
）に
、「
第
１
回
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」を
、岡
山
県

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド（
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー

ナ
）に
お
い
て
、岡
山
地
本
準
備
の

も
と
、約
１
２
０
名
の
仲
間
が
参

加
し
開
催
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、

誰
も
が
参
加
で
き
る
新
た
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョン
と
し
て
２
０
１
９
年

度
に
開
催
を
計
画
し
て
い
た
が
、コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
で
き
な
かっ
た

た
め
、念
願
の
初
開
催
と
な
っ
た
。

　

第
１
回
目
と
な
る
こ
と
か
ら
中

央
本
部
チ
ー
ム
を
含
め
た
12
チ
ー

ム
が
初
代
栄
冠
を
め
ざ
し
、時
に
真

剣
に
、時
に
笑
い
が
あ
り
な
が
ら
、

試
合
が
進
ん
だ
。決
勝
は
フ
ル
セ
ッ

ト
に
も
つ
れ
込
む
激
戦
の
末
、岡
山

地
本
が
初
代
の
優
勝
チ
ー
ム
と

な
っ
た
。

　

初
め
て
の
大
会
で
あ
っ
た
が
大

い
に
盛
り
上
が
り
、Ｊ
Ｒ
西
労
組

の
仲
間
の
交
流
を
図
る
２
日
間

と
な
っ
た
。

　

今
大
会
を
成
功
に
導
い
て
い
た

だ
い
た
岡
山
地
本
の
皆
様
に
感
謝

す
る
。

〈
対
戦
成
績
〉

●
準
決
勝

　

岡
山
２
―
０
神
戸

　

大
阪
２
―
０
京
都

●
三
位
決
定
戦

　

京
都
２
―
０
神
戸

●
決
勝

　

岡
山
２
―
１
大
阪

〈
最
終
成
績
〉

優
　
勝　

岡
山
地
本

準
優
勝　

大
阪
地
本

第
三
位　

京
都
地
本

　６月９日（日）に投開票が行
われた、福知山市長選挙にお
いて、ＪＲ西労組議員団会議
所属の大橋一夫氏（現・市長）
の再選をめざし、告示日の６月
２日（日）から福知山地方本
部・福知山支部が献身的に大
橋候補の活動を支援した。
　今選挙は、３人が立候補す
る厳しい選挙戦となったが、
大橋候補は、２期８年間取り組ん
できた実績と、「市民と共に考え持
続可能なまちをつくる」という訴え
が有権者に評価され、１２、４１５
票を獲得し、３期目の当選を果た
した。
　福知山地方本部・福知山支部組
合員の多大なる支援に感謝を申し
上げる。引き続き、私たちと政治と
の関わりや重要性について理解を

深めるとともに、組合員の投票行動
や候補者の浸透度合いなど、日頃
から政治への参加を広げる運動を
着実に進めていくこととする。
 
福知山市長選挙　選挙結果
大橋　一夫　１２４１５票
森山　　賢　１００４２票
小瀧　真理　　７３７０票
投票率 49・37％  （前回）49・８％

　部員全員がＪＲ西労組組合員である、ＪＲ西日
本硬式野球部は、６月８日(土)に行われた中国地
区第１代表決定トーナメントの決勝戦に挑んだ。
　津田恒実メモリアルスタジアムで行われた決勝
戦では、ＪＦＥ西日本と対戦し、９対１で勝利し、広
島市代表として、３年連続７回目となる「第95回都
市対抗野球大会」への出場が決定した。
　本大会は、７月19日に東京ドームで開幕され、Ｊ
Ｒ西日本は、７月20日(土)14時からＪＲ東日本
東北と初戦を闘う。
　ＪＲ西労組は、硬式野球部組合員の大会での
健闘を応援する。

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会

「
第
26
回
バ
ス
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

岡
山
地
本
が
初
代
王
者
に
決
ま
る
！

対
面
で「
J
R
西
労
組
運
動
」を
学
ん
で
い
こ
う

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.343和歌山地本 和歌山支部

　　  和泉砂川駅連区分会
金
沢
の
地
で
バ
ス
会
社
の
仲
間
の
輪
を
広
げ
る

２
０
２
４
年
度
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
向
け
て
始
動
！

第
3
回
業
務
部
長
会
議        

第
１
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

福知山市長選挙
ＪＲ西労組組織内候補 大橋一夫氏
激戦を制し３期目当選

「第95回都市対抗野球大会」
への出場決定！

JR西日本硬式野球部


